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公
益
社
団
法
人
玉
川
法
人
会

会
長
　
阿
部
　
友
太
郎

　
　

　
本
日
は
第
６
回
通
常
総
会
に
多
く

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
誠
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
公
務

ご
多
忙
の
中
、
玉
川
税
務
署
　
若
林

均
署
長
を
始
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆

様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
27
年
度
の
事
業
活
動

は
、
法
人
会
の
基
本
と
な
る
税
知
識

の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
税
制
、
税
務
に
対
す
る
提

言
活
動
を
通
し
適
正
公
平
な
申
告
納

税
制
度
の
維
持
・
発
展
と
税
務
行
政

の
円
滑
な
執
行
に
寄
与
し
て
参
り
ま

し
た
。
又
、
地
域
社
会
の
発
展
に
協

力
す
る
と
と
も
に
社
会
貢
献
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
税

知
識
の
普
及
を
目
的
と
す
る
事
業
で

は
引
き
続
き
e

－

T
a
x
の
普
及
活
動

を
行
い
利
用
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
研
修
会
や
講
演
会
を
始
め
多

く
の
事
業
に
会
員
以
外
の
皆
様
に
も

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
し
た
。
平
成
28
年
１
月
か
ら
運

用
が
開
始
さ
れ
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
」
の
広
報
、
研
修
に
注
力
し
、

全
会
員
へ
の
詳
細
内
容
冊
子
の
配
布
、

研
修
会
の
実
施
を
行
い
ま
し
た
。
又
、

租
税
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
小
学

生
の
児
童
を
対
象
に
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
税

制
改
正
要
望
で
は
要
望
事
項
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
取
り
ま
と
め
、
選
挙

区
選
出
の
衆
議
院
議
員
や
区
長
に
提

出
し
陳
情
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
は
、
毎
年

恒
例
に
な
り
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社

と
の
共
同
で
献
血
活
動
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
東
京
都
か
ら

要
請
さ
れ
て
お
り
ま
す
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
は
多
く
の
会
員
の
皆
様
の

協
力
に
よ
り
報
告
書
を
提
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
東
法
連
よ
り
報
奨
金
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
度
も
福
利

厚
生
事
業
と
会
員
増
強
の
強
化
を
図

る
為
、
玉
川
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
福
利
厚
生
事
業
は
会

員
の
皆
様
の
万
一
の
備
え
に
ご
加
入

い
た
だ
く
保
険
制
度
で
、
法
人
会
が

保
険
会
社
に
要
請
し
て
出
来
た
制
度

商
品
で
す
。
こ
の
加
入
に
よ
る
事
務

手
数
料
収
入
は
全
法
連
よ
り
助
成
金

と
し
て
当
会
に
配
布
さ
れ
て
お
り
、

当
会
の
収
入
予
算
の
30
％
弱
を
占
め

て
お
り
ま
す
。
大
変
重
要
な
財
源
に

な
り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
に
は
全

面
的
な
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。
又
、
保
険
会
社
の
皆

様
に
は
会
員
増
強
に
も
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
財

政
基
盤
の
強
化
と
会
員
増
強
は
会
発

展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
業

で
す
。
皆
様
で
協
力
し
強
化
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
事
業
は
、
税
を
主
体

と
す
る
事
業
活
動
を
実
施
す
る
と
と

も
に
地
域
企
業
と
地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
税
務

行
政
の
支
援
、
社
会
貢
献
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
福
利
厚

生
制
度
の
強
化
、
会
員
増
強
等
の
充

実
を
図
り
、
会
基
盤
の
強
化
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
特
に
企

業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
為
、

自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
も
活
用

し
、
企
業
自
ら
が
自
主
点
検
す
る
こ

と
に
よ
り
、
税
務
リ
ス
ク
の
軽
減
を

図
っ
て
頂
け
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
日
本
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

も
徐
々
に
薄
れ
、
中
小
企
業
も
景
況

感
は
か
な
り
悪
化
し
て
参
り
ま
し
た
。

来
年
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
も
２
年
半
延
期

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
景
気
を

良
く
す
る
た
め
に
は
思
い
切
っ
た
財

政
政
策
や
規
制
緩
和
が
必
要
で
す
。

い
つ
ま
で
も
金
融
政
策
に
頼
っ
て
い

て
も
な
か
な
か
景
気
は
良
く
な
っ
て

は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
安
倍
総
理
に
は

し
っ
か
り
と
し
た
景
気
対
策
を
お
願

い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
や
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
社
会
保
障

費
の
増
加
は
財
政
状
況
を
益
々
悪
く

し
て
い
き
ま
す
。
社
会
保
障
の
充

実
・
安
定
化
と
と
も
に
財
政
健
全
化

を
目
指
す
に
は
国
民
一
人
一
人
が
痛

み
を
伴
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

行
財
政
改
革
を
実
施
し
無
駄
を
な
く

す
と
と
も
に
、
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
を
ど
の
よ
う
に
し
て
進
め
て

い
く
の
が
良
い
か
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
我
々
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す

が
、
個
々
の
企
業
が
成
長
に
向
け
て

自
助
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
事
が

必
要
で
す
。
皆
様
の
力
で
将
来
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
国
を
目
指

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
と
ご
事
業
の
益
々

の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
挨
拶

第
６
回
通
常
総
会
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玉
川
税
務
署
　
署
長
　
若
林
　
均

平
成
28
年
６
月
現
在

　
本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
玉
川
法

人
会
第
6
回
通
常
総
会
に
お
招
き
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
阿
部
会
長
を
は
じ
め
、
玉
川
法
人

会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行

政
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
皆

様
の
熱
心
な
ご
審
議
を
経
て
、
全
て

の
議
案
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
28
年
度
の

事
業
計
画
の
達
成
に
向
け
て
、
阿
部

会
長
の
下
、
一
致
団
結
さ
れ
ま
し
て
、

活
発
な
事
業
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
よ

う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
先
ほ
ど
、
表
彰
状
や
感
謝

状
を
受
け
ら
れ
た
、
会
員
増
強
に
お

い
て
顕
著
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
皆

様
の
ご
苦
労
と
ご
功
績
に
、
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

と
も
、
玉
川
法
人
会
の
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
の
事
業
活
動
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
支
部
・
部
会

単
位
で
の
税
務
研
修
会
、
特
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
導
入
に
か
か
る
研
修
会
、

税
を
考
え
る
週
間
講
演
会
の
開
催
、

確
定
申
告
期
に
お
け
る
各
種
広
報
や

来
署
者
の
案
内
な
ど
、
様
々
な
事
業

活
動
を
通
じ
て
、
税
知
識
の
普
及
と

納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
献
血
活
動
や
地
域
行
事

へ
の
参
加
な
ど
、
様
々
な
社
会
貢
献

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

　
小
学
生
の
「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
、
多
く
の
優

秀
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
11
月
の
納

税
表
彰
式
で
は
、
金
賞
3
作
品
の
表

彰
を
行
い
、
そ
の
後
に
金
賞
以
外
の

優
秀
作
品
も
含
め
た
と
こ
ろ
で
の
表

彰
式
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ど
の
作
品
も
す
ば
ら
し
く
、
こ
の

よ
う
な
優
秀
な
作
品
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
は
、
女
性
部
会
を
中
心
と

し
た
玉
川
法
人
会
の
皆
様
の
ご
努
力

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
玉
川

区
民
会
館
の
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
る
、

和
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
に
、
会
場

に
い
た
す
べ
て
の
人
が
感
動
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
コ
ン
サ
ー
ト
を
円
滑
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
玉
川
法
人
会

の
皆
様
の
優
れ
た
企
画
力
と
組
織
力

に
よ
る
も
の
と
、
大
変
敬
服
い
た
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
尾
山
台
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
、

せ
た
が
や
産
業
フ
ェ
ス
タ
を
は
じ
め

と
す
る
各
部
会
・
支
部
に
よ
る
地
域

に
根
ざ
し
た
事
業
活
動
は
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
税
務
行
政

の
円
滑
な
運
営
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
e

－

T
a
x
の
利
用
推
進
に
も
、
皆

様
か
ら
大
き
な
お
力
添
え
を
頂
き
ま

し
て
、
玉
川
管
内
の
法
人
税
と
法
人

消
費
税
の
利
用
率
は
、
東
京
局
平
均

を
上
回
る
約
70
%
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
更
に
、
こ
の
4
月
よ
り
、
添
付
書

類
の
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
送
信
機
能
と

財
務
諸
表
デ
ー
タ
の
変
換
機
能
の
提

供
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
会
計
ソ
フ

ト
ベ
ン
ダ
ー
の
動
き
が
遅
い
と
こ
ろ

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
皆

様
か
ら
顧
問
の
税
理
士
さ
ん
に
、
ぜ

ひ
利
用
す
る
よ
う
、
働
き
か
け
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
は
、
ま
だ
10
%
程
度
の
利
用

率
で
す
が
、
便
利
な
点
が
多
く
、
操

作
は
極
め
て
簡
単
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
軽
減
税
率
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
先
週
6
月
1
日
に
安
倍
総
理
か

ら
、
平
成
31
年
10
月
に
延
期
す
る
と

の
表
明
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
税
の
執
行
機
関
で
あ
る
税
務
署
と

し
て
は
、
定
め
ら
れ
た
制
度
を
円
滑

に
導
入
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
課

せ
ら
れ
た
役
割
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
十
分
な
準
備
期
間
が
確
保
さ
れ
た

こ
と
を
、
良
し
と
し
て
、
改
正
消
費

税
法
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
、
広

報
や
研
修
に
努
め
る
所
存
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
玉
川
法
人
会
の
皆
様

に
は
、
e

－

T
a
x
の
利
用
推
進
や
自

主
申
告
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
推
進
な

ど
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上

へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
玉
川
法

人
会
の
皆
様
と
は
意
見
交
換
を
重
ね

な
が
ら
協
調
関
係
を
更
に
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社

団
法
人
玉
川
法
人
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び

に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
御
祝
辞
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日
時
　
６
月
７
日
㈫ 

午
後
５
時
30
分
〜

場
所
　
駒
澤
大
学
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
１
２
０
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル

　
公
益
社
団
法
人
玉
川
法
人
会
の
第
6

回
通
常
総
会
並
び
に
懇
談
会
が
、
玉
川

税
務
署
の
署
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来

賓
ご
臨
席
の
も
と
、
去
る
６
月
7
日

（
火
）
午
後
５
時
30
分
よ
り
、
駒
澤
大
学

深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
1
2
0
周
年
記
念
ア

カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
一
部
は
、
会
員
総
数
１
４
３
０
社

の
過
半
数
を
超
え
る
８
１
８
社
（
委
任

状
含
む
）
の
賛
同
の
も
と
、
厳
粛
に
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
は
平
山
副
会

長
の
開
会
の
言
葉
で
始
ま
り
、
阿
部
会 

長
挨
拶
の
の
ち
各
号
議
案
の
審
議
に
入

り
、
全
議
案
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
第
二
部
で
は
、
永
年
に
わ

た
っ
て
玉
川
法
人
会
を
牽
引
し
て
こ
ら

れ
、
こ
の
度
、
会
員
増
強
に
貢
献
の

あ
っ
た
功
労
者
の
方
々
や
、
協
力
団

体
・
協
力
企
業
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
6
月
に

全
法
連
や
東
法
連
関
係
で
功
労
に
よ
り

表
彰
さ
れ
る
皆
様
の
披
露
も
行
い
ま
し

た
。

　
そ
し
て
阿
部
会
長
が
春
の
叙
勲
で
旭

日
小
授
章
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
も
あ
わ

せ
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　 

　
第
三
部
は
午
後
６
時
50
分
か
ら
同
じ

敷
地
内
の
「
迎
賓
館
」
で
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
東
山
玉
川
税
務
署
副
署
長
は
じ

め
ご
来
賓
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
清
田

顧
問
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
ま
し

通
常
総
会
・
懇
談
会

開会の挨拶　平山副会長

第６回通常総会

挨拶の阿部会長

た
。
懇
談
会
は
毎
年
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
ま
す
が
、
今
年
は
例
年
と
違
い
立
食

形
式
で
移
動
が
自
由
に
な
り
、
大
変
活

気
に
あ
ふ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
恒
例
の
新
入
会
員
の
紹
介
な
ど
も

行
わ
れ
一
段
と
和
や
か
な
懇
談
会
と
な

り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
通
常
総
会
並
び

に
懇
談
会
に
は
、
会
員
の
皆
様
が
自
由

第6回

に
参
加
で
き
ま
す
。
懇
談
会
は
法
人
会

の
日
頃
の
活
動
の
様
子
を
知
り
、
他
会

員
と
の
異
業
種
交
流
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
来
年

１
月
に
も
新
春
記
念
講
演
会
・
新
年
賀

詞
交
歓
会
と
併
せ
て
開
催
致
し
ま
す
の

で
奮
っ
て
参
加
し
、
大
い
に
お
楽
し
み

下
さ
い
。



来賓のご挨拶　若林署長

（
敬
称
略
）

　
　
　
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
20
分
　

司
　
会
　
中
村
　
匡
秀
　

１
開
会
の
こ
と
ば

　
　
　
副
会
長
　
平
山
　
武
司
　

２
会
長
挨
拶

会
　
長
　
阿
部
友
太
郎
　

３
議
長
選
出

４
議
事
録
署
名
人
選
出

　
　
　
　
第
10
支
部
　
佐
藤
　
壽
夫

　
　
　
　
第
11
支
部
　
丸
山
　
正
高

５
議
題

　
第
１
号
議
案

　
平
成
27
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

　
第
２
号
議
案

　
　
平
成
27
年
度
収
支
決
算
報
告
承
認

　
　
及
び
監
査
報
告
承
認
の
件

　
第
３
号
議
案

　
　
平
成
28
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

　
第
４
号
議
案

　
　
平
成
28
年
度
収
支
予
算
報
告
の
件

5

　
　
　
　
午
後
６
時
20
分
〜
６
時
50
分

１
　
会
員
増
強
功
労
に
対
す
る
表
彰
状
・

　
　
感
謝
状
及
び
記
念
品
の
受
賞
者

（
敬
称
略
）

▼
表
彰
状
の
部
　
１
名

　
　
　
鈴
木
　
康
二

▼
感
謝
状
の
部
　
８
名

　
　
　
兼
子
　
成
昭
・
鈴
木
準
之
助

　
　
　
大
嶽
　
公
彦
・
井
上
　
俊
治

　
　
　
兼
益
　
宏
行
・
松
浦
富
士
子

　
　
　
松
山
　
　
仁
・
大
鎌
　
　
博

▼
特
別
功
労
賞
（
受
託
保
険
会
社
推
進

　
員
に
よ
る
会
員
増
強
に
対
し
）

　
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
渋
谷
支
社

　
　
　
佐
藤
ひ
か
り
・
岩
間
千
江
美

　
　
　
吉
原
　
悦
子
・
三
溝
真
由
美

　
　
　
吉
田
　
祐
子

２
　
協
力
団
体
・
協
力
企
業
に
対
す
る

　
　
感
謝
状

　
　（
福
利
厚
生
制
度
並
び
に
会
員
増

　
　
強
に
貢
献
）

　
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

第
2
部  

表
彰
そ
の
他

決算報告をする
大塚副会長

事業報告をする
坂東副会長

収支予算報告をする
宮﨑副会長

事業計画の報告をする
森副会長

監査報告をする
星谷監事

閉会の挨拶
大鎌副会長ご来賓の東山副署長（左）、若林署長 盛大に開催された第6回通常総会

第
１
部　

総
会
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3
　
平
成
27
年
度
納
税
表
彰
式
に
お
け

　
　
る
受
賞
者
の
披
露

▼
玉
川
税
務
署
長
表
彰
状
受
賞

　
　
　
鍋
島
　
増
男

▼
玉
川
税
務
署
長
感
謝
状
受
賞

　
　
　
松
野
　
順
子

4
　
世
田
谷
都
税
事
務
所
長
感
謝
状

　
　
受
賞
者
の
披
露

会員増強感謝状授与の大嶽さん

東法連より功労者表彰の猿渡さん

　
　
　
若
山
　
　
晶

５
　（
公
財
）
全
国
法
人
会
総
連
合
・

　
　（
一
社
）
東
京
法
人
会
連
合

　
　
表
彰
受
賞
者
の
披
露

▼（
公
財
）
全
国
法
人
会
総
連
合

　
功
労
者
表
彰
（
東
法
連
推
薦
）

　
　
　
森
　
　
　
栄

▼（
公
財
）
全
国
法
人
会
総
連
合

　
功
労
者
表
彰

　
　
　
笹
藪
　
惠
介

▼（
一
社
）
東
京
法
人
会
連
合
会

　
功
労
者
表
彰

　
　
　
猿
渡
　
順
一
・
齊
藤
　
稔
晃

▼（
一
社
）
東
京
法
人
会
連
合
会

　
功
労
者
表
彰
（
東
法
連
推
薦
）

　
　
　
松
浦
　
政
幸

▼（
一
社
）
東
京
法
人
会
連
合
会

　
増
強
表
彰
表
彰
（
東
法
連
推
薦
）

　
　
　
鈴
木
　
康
二
・
鈴
木
準
之
助

　
　
　
大
嶽
　
公
彦

３
　
来
賓
祝
辞
　

玉
川
税
務
署
長
　
若
林   

均 

様
　

４
　
閉
会
の
挨
拶

副
会
長
　
大
鎌
　
　
博
　

会員増強の表彰状を授与の鈴木康二さん

全法連より功労者表彰の笹薮さん

東法連の功増強表彰を授与の鈴木準之助さん

協力団体・協力企業の感謝状を
大同生命平野支社長に授与しました 会員増強に対する感謝状授与の大同生命佐藤さん

会員増強功労感謝状授与の兼子さん
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午
後
７
時
00
分
〜
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
司
会
　
三
條
　
正
人
　

１
開
会
の
こ
と
ば
　
　
森
　
　
　
栄
　

２
会
長
挨
拶
　
　
　
　
阿
部
友
太
郎
　

３
来
賓
祝
辞
　

玉
川
税
務
署
　
　
　
　
　
　
　

副
署
長
　
東
山
　
俊
雄
　
様

世
田
谷
都
税
事
務
所
　
　
　
　

　
所
　
長
　
渡
辺
　
正
英
　
様

世
田
谷
区
長
　
保
坂
　
展
人
　
様

４
来
賓
紹
介
　
　
　
　
平
山
　
武
司

５
乾
杯
　
　
　
　
　
　
清
田
　
礼
子

６
中
締
　
　
　
　
　
　
星
谷
　
悦
子

７
閉
会
の
こ
と
ば
　
　
坂
東
　
義
治

第
３
部　

懇
談
会

懇談会の開会挨拶をする森副会長東山副署長のご挨拶渡辺都税事務所長のご挨拶乾杯のご発声　清田顧問

楽しい懇談会となりました

ご来賓の皆さま

間近にせまった天空セミナーの告知をする大嶽支部長
（第９支部・右から２人目）

新入会員の皆様
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◇
活
動
方
針

　
総
務
委
員
会
で
は
、「
総
務
的
事
務

に
関
す
る
事
項
」「
各
委
員
会
の
連
絡
調

整
に
関
す
る
事
項
」「
事
務
局
に
関
す
る

事
項
」「
他
の
委
員
会
の
所
掌
に
属
さ
な

い
事
項
」
を
所
掌
し
て
い
ま
す
が
、
唯

一
具
体
的
な
事
業
と
し
て
「
税
を
考
え

る
週
間
行
事
に
関
す
る
事
項
」
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
単
位
会
で

は
、
総
務
委
員
会
が
所
掌
し
て
い
る
予

算
決
算
等
の
財
務
に
係
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
当
会
で
は
、
財
務
委
員
会
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
本
年
度
、
総
務
委
員
会
が
担
当

す
る
主
な
事
業
は
、「
第
６
回
通
常
総

会
」「
平
成
29
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
の

他
、
研
修
委
員
会
と
合
同
で
開
催
す
る

「
平
成
28
年
度
税
を
考
え
る
週
間
講
演

会
」
が
あ
り
ま
す
が
、
何
れ
も
当
会
の

メ
イ
ン
行
事
と
な
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
に
は
、
奮
っ
て
ご
参
加
頂
き
ま

す
様
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
委
員
会
名
簿

委

員

長
：
坂
東
　
義
治
（
副
会
長
）

副
委
員
長
：
森
　
功
一
郎
（
第
3
支
部
）

　
　
　
　
　
村
田
　
宣
政
（
第
６
支
部
）

委
　
　
員
：
森
下
　
　
隆
（
第
1
支
部
）

　
　
　
　
　
豊
島
　
　
潔
（
第
2
支
部
）

　
　
　
　
　
山
本
　
初
枝
（
第
4
支
部
）

　
　
　
　
　
田
中
　
　
稔
（
第
5
支
部
）

　
　
　
　
　
霜
島
　
友
子
（
第
7
支
部
）

　
　
　
　
　
山
崎
　
和
子
（
第
8
支
部
）

　
　
　
　
　
片
岡
　
智
子
（
第
9
支
部
）

　
　
　
　
　
角
田
　
　
憲
（
第
10
支
部
）

　
　
　
　
　
石
井
　
靖
久
（
第
11
支
部
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
守
（
第
12
支
部
）

　
　
　
　
　
出
澤
素
賀
子
（
女
性
部
会
）

　
　
　
　
　
中
村
　
匡
秀
（
青
年
部
会
）

　
今
年
こ
そ
、
今
年
こ
そ〈
純
増
〉を
!!

　「
増
強
さ
え
が 

な
け
れ
ば
楽
し
い 

法

人
会
」
と
ま
で
敬
遠
さ
れ
る
〈
会
員
増

強
〉
で
す
が
、
そ
ん
な
悠
長
な
こ
と
が

言
っ
て
い
ら
れ
た
の
も
、
実
際
に
は
会

員
数
が
2
5
0
0
社
を
超
え
て
い
た
頃

ま
で
の
こ
と
で
、
今
や
2
0
0
0
社
を

大
き
く
割
り
込
み
、
久
し
く
そ
の
状
況

に
半
ば
馴
れ
っ
こ
状
態
で
あ
る
こ
と
に
、

担
当
委
員
会
と
し
て
は
内
心
忸
怩
た
る

想
い
で
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
今
こ
そ

「
会
員
増
強
を
抜
き
に
し
て
、
法
人
会

活
動
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、

わ
が
委
員
会
は
考
え
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
前
号
で
皆
様
に
は
「
お
仲
間

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
」
と
し
て
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
し
、
今
回

は
、
本
年
度
の
会
員
増
強
運
動
の
骨
子

の
み
、
再
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○ 

今
年
度
の
増
強
の
標
語

　「
目
指
せ
！
純
増
!!
」

○ 

今
年
度
の
増
強
目
標

　「
1
0
0
社
」

○ 

会
員
増
強
運
動
強
調
月
間

　「
10
月
か
ら
12
月
の
3
ヶ
月
間
」

○ 

理
事
会
決
議

　「
理
事
･
監
事
は
一
人
一
社
の
増
強
」

　
ち
な
み
に
、
参
考
の
た
め
各
支
部
の

目
標
数
も
、
以
下
に
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

　
目
標
数
値
を
「
１
０
０
社
」
と
し
て

い
る
の
は
、「
目
指
せ
！
純
増
!!
」を
実

現
す
る
た
め
の
前
提
で
す
。
数
値
の
照

準
が
そ
れ
以
下
な
ら
ば
、「
純
増
」
の
勝

負
が
で
き
る
土
俵
に
上
が
る
こ
と
さ
え

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
理
事
会
決
議
の

「
理
事
･
監
事
は
一
人
一
社
」
に
則
り
、

増
強
実
績
の
あ
っ
た
理
事
･
監
事
の
氏

名
を
、
ま
た
、
新
入
会
員
を
ご
紹
介
い

た
だ
い
た
会
員
の
方
の
お
名
前
を
、
本

誌
各
号
の
「
会
員
増
強
コ
ー
ナ
ー
」
で

順
次
掲
載
、〈
増
強
ダ
ー
ビ
ー
〉
と
し
て

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
と
い
う
わ
け
で
重
馬
場
の
今
回
の

レ
ー
ス
、
第
一
コ
ー
ナ
ー
の
7
月
20
日

現
在
で
の
実
績
は
、
大
嶽
9
支
部
長

（
4
件
）、
清
水
5
支
部
長
（
2
件
）、
上

平
8
支
部
長
（
1
件
）、
小
舘
9
支
部
会

員
（
1
件
）、
阿
部
会
長
（
1
件
）、
事

務
局
（
1
件
）、
組
織
担
当
副
会
長
･
大

鎌
（
1
件
）
と
、
大
嶽
さ
ん
が
半
馬
身

ほ
ど
抜
け
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
僅

差
の
混
戦
状
態
で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
も
、〈
増
強
ダ
ー

ビ
ー
〉
を
観
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
詰
ま
ら

な
い
で
し
ょ
う
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

始
ま
り
ま
す
し
（
あ
ま
り
関
係
な
い
で

す
が
）
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
の
ほ
ど
を
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、「
こ
れ
さ
え
が 

な
け
れ
ば

楽
し
い 

法
人
会
」
に
代
わ
る
、
今
年
度

か
ら
の
新
し
い
一
句
を
。

―
―
―
増
強
さ
え
も

　
　
　
　
楽
し
ん
で
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
人
会

〜
鎌
〜

特集

委
員
会
・
部
会  

活
動
方
針

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

組
織
委
員
会

組
織
委
員
会

支部
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
事務局
合計

目標数
7
7
7
7
7
9
7
7
9
9
7
7
10
100

　

今
号
は
、
本
年
６
月
７
日
開
催
の
第
6
回
通
常
総
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
平
成
28
年
度
委
員
会
・
部
会
の
年
間
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
そ
の
事
業
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
支
部

選
出
の
皆
さ
ん
も
合
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。こ

　
れ

こ
　
れ
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税
制
委
員
会

税
制
委
員
会

広
報
委
員
会

広
報
委
員
会

研
修
委
員
会

研
修
委
員
会

厚
生
委
員
会

厚
生
委
員
会

◇
委
員
会
名
簿

委

員

長
：
大
鎌
　
　
博
（
副
会
長
）

副
委
員
長
：
井
上
　
俊
治
（
第
１
支
部
）

　
　
　
　
　
兼
子
　
成
昭
（
第
３
支
部
）

　
　
　
　
　
清
水
　
明
洋
（
第
５
支
部
）

　
　
　
　
　
鈴
木
準
之
助
（
第
６
支
部
）

　
　
　
　
　
上
平
　
　
亮
（
第
８
支
部
）

委
　
　
員
：
根
来
　
俊
彦
（
第
2
支
部
）

　
　
　
　
　
石
井
　
伸
二
（
第
4
支
部
）

　
　
　
　
　
三
條
　
正
人
（
第
7
支
部
）

　
　
　
　
　
大
嶽
　
公
彦
（
第
９
支
部
）

　
　
　
　
　
佐
藤
　
壽
夫
（
第
10
支
部
）

　
　
　
　
　
丸
山
　
正
高
（
第
11
支
部
）

　
　
　
　
　
橋
本
　
文
子
（
第
12
支
部
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

：
米
原
　
佳
弘

　
　
　
　
　
　（
大
同
生
命
第
一
課
長
）

◇
活
動
方
針

　
税
制
委
員
会
は
税
制
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
税
制
改
正
に

民
意
を
反
映
し
た
提
言
を
す
べ
く
活
動

し
、「
公
平
な
税
制
」「
簡
素
な
税
体
系
」

そ
し
て
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」

の
実
現
の
た
め
、
微
力
を
尽
く
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度
は

「
税
の
在
り
方
（
資
産
課
税
・
所
得
税
・

消
費
税
）」
の
研
究
と
「
税
の
使
い
方
」

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
発
信
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

◇
委
員
会
名
簿

担
当
副
会
長
：
平
山
　
武
司

委

員

長
：
大
島
　
光
隆
（
第
12
支
部
）

副
委
員
長
：
大
嶽
　
公
彦
（
第
９
支
部
）

　
　
　
　
　
樋
口
　
芳
子
（
第
8
支
部
）

委
　
　
員
：
足
立
　
直
人
（
第
6
支
部
）

　
　
　
　
　
桑
島
　
常
之
（
第
10
支
部
）

　
　
　
　
　
中
山
　
豪
夫
（
第
11
支
部
）

　
　
　
　
　
鈴
木
サ
カ
エ
（
第
11
支
部
）

◇
活
動
方
針

　
広
報
委
員
会
で
は
、
本
年
の
主
な
活

動
と
し
て
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
に
努
め
る
た
め
、
広
報
誌

「
た
ま
で
ん
B
O
A
R
D
」
を
年
６
回

「
t
a
m
a
g
a
w
a
公
論
」
を
年
２
回

発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
広
報
誌

を
通
し
て
、
税
務
署
管
内
の
法
人
会
員

を
は
じ
め
、
未
加
入
会
員
の
方
々
に
対

し
て
も
法
人
会
活
動
の
重
要
性
を
広
く

周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
法
人

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
各
支

部
・
部
会
・
委
員
会
の
主
要
行
事
を
ご

案
内
す
る
と
と
も
に
、
会
員
企
業
紹
介

の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
企
業
間
の
親
睦

を
図
る
た
め
の
様
々
な
催
し
の
掲
載
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
段
と
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
い
て

い
ま
す
が
、「
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す

者
の
団
体
」
玉
川
法
人
会
広
報
委
員
会

と
し
て
誇
り
も
高
く
、
時
代
に
合
っ
た

的
確
な
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◇
委
員
会
名
簿

担
当
副
会
長
：
森
　
　
　
栄

委

員

長
：
鈴
木
　
健
二
（
第
４
支
部
）

副
委
員
長
：
松
山
　
　
仁

（
広
報
誌
担
当
・
第
９
支
部
）

　
　
　
　
　
上
田
　
恭
子

（
Ｈ
Ｐ
担
当
・
青
年
部
会
）

委
　
　
員
：
早
川
　
晴
恵
（
第
1
支
部
）

　
　
　
　
　
田
川
　
幸
平
（
第
2
支
部
）

　
　
　
　
　
中
岡
　
正
裕
（
第
3
支
部
）

　
　
　
　
　
兼
益
　
宏
行
（
第
5
支
部
）

　
　
　
　
　
長
崎
多
貴
子
（
第
6
支
部
）

　
　
　
　
　
草
野
　
　
力
（
第
7
支
部
）

　
　
　
　
　
藤
井
　
悦
男
（
第
10
支
部
）

　
　
　
　
　
松
永
　
浩
昌
（
第
11
支
部
）

　
　
　
　
　
末
続
　
顕
子
（
第
12
支
部
）

　
　
　
　
　
松
野
　
京
子
（
女
性
部
会
）

◇
活
動
方
針

　
新
し
い
研
修
委
員
会
も
お
か
げ
さ
ま

で
な
ん
と
か
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

昨
年
度
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
T
P
P
の

研
修
を
中
心
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
新
た
に
消
費
税
軽
減
税
率
の
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
が
加
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

税
知
識
を
中
心
と
し
た
最
新
の
経
済
動

向
や
経
営
全
般
を
学
ぶ
機
会
の
ご
提
供

を
引
き
続
き
基
本
と
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
委
員
会
活
動
も
活
発
で
、
多
様
な
業

種
か
ら
ご
参
会
い
た
だ
い
て
い
る
委
員

の
皆
様
か
ら
よ
い
企
画
が
提
案
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
改
め
て
ま
た
ご
報
告
し

た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
委
員
会
名
簿

担
当
副
会
長
：
坂
東
　
義
治

委

員

長
：
江
口
　
響
子
（
第
６
支
部
）

副
委
員
長
：
山
崎
　
　
泉
（
第
10
支
部
）

　
　
　
　
　
船
本
　
貴
一
（
第
１
支
部
）

書
　
　
記
：
根
岸
　
一
章
（
第
２
支
部
）

広
報
写
真
：
阿
部
　
仁
一
（
第
９
支
部
）

委
　
　
員
：
槇
　
　
佑
輔
（
第
３
支
部
）

　
　
　
　
　
井
出
　
公
司
（
第
４
支
部
）

　
　
　
　
　
荻
野
　
健
司
（
第
５
支
部
）

　
　
　
　
　
廣
部
　
雅
子
（
第
６
支
部
）

　
　
　
　
　
生
出
　
　
司
（
第
７
支
部
）

　
　
　
　
　
大
原
　
和
男
（
第
８
支
部
）

　
　
　
　
　
渡
辺
　
里
香
（
第
11
支
部
）

　
　
　
　
　
冬
城
　
高
久
（
第
12
支
部
）

　
　
　
　
　
豊
嶋
　
啓
聡

（
第
10
支
部
・
青
年
部
会
）

◇
活
動
方
針

　
平
素
は
当
会
厚
生
事
業
に
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
当
厚
生
委
員
会
は
会
員
の
企
業

へ
の
福
利
厚
生
事
業
を
目
的
と
し
た
委

員
会
で
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
が
提
携
保

険
会
社
に
よ
る
会
員
企
業
へ
の
独
自
な

制
度
商
品
が
あ
り
ま
す
。
企
業
が
安
定
、
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継
続
し
て
繁
栄
す
る
た
め
に
様
々
な
リ

ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
事
は
不
可
欠
で
す
。

尚
、
こ
の
制
度
商
品
に
法
人
会
の
皆
様

が
ご
加
入
頂
け
る
事
に
よ
り
、
事
務
手

数
料
と
し
て
年
間
約
85
億
円
の
お
金
が

全
国
法
人
会
総
連
合
へ
支
払
わ
れ
て
い

る
の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
言
う
ま

で
も
な
く
私
達
の
大
事
な
運
営
費
の
一

部
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
受
託
保

険
会
社
と
組
織
委
員
会
、
厚
生
委
員
会

と
の
共
同
事
業
に
よ
り
行
わ
れ
る
「
絆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
今
年
4
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
他
に
も
A
E
D

の
普
及
促
進
を
行
う
事
業
や
会
員
企
業

に
属
す
る
従
業
員
な
ど
へ
の
健
康
診
断

は
大
変
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

A
E
D
の
普
及
が
い
ま
ひ
と
つ
伸
び
悩

ん
で
お
り
ま
す
が
、
会
員
企
業
の
皆
様

に
は
価
格
以
外
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
、

企
業
と
し
て
社
会
的
貢
献
度
の
ア
ピ
ー

ル
と
も
な
り
ま
す
。
是
非
ご
検
討
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
年
度
厚
生
委
員
会
は
2
年
目
を
迎

え
、
以
下
の
メ
ン
バ
ー
で
運
営
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◇
委
員
会
名
簿

担
当
副
会
長
：
大
鎌
　
　
博

委

員

長
：
松
浦
　
政
幸
（
第
６
支
部
）

副
委
員
長
：
坂
下
　
康
之
（
第
１
支
部
）

　
　
　
　
　
秋
田
　
満
里
（
第
５
支
部
）

委
　
　
員
：
細
谷
　
順
子
（
第
2
支
部
）

　
　
　
　
　
片
岡
　
　
仁
（
第
3
支
部
）

　
　
　
　
　
岡
村
く
み
子
（
第
４
支
部
）

　
　
　
　
　
中
島
　
健
蔵
（
第
7
支
部
）

　
　
　
　
　
塚
原
　
洋
一
（
第
8
支
部
）

　
　
　
　
　
上
田
　
恭
子
（
第
９
支
部
）

　
　
　
　
　
鈴
木
　
藤
栄
（
第
10
支
部
）

　
　
　
　
　
中
山
　
豪
夫
（
第
11
支
部
）

　
　
　
　
　
日
野
　
直
郷

（
第
12
支
部
・
青
年
部
会
）

　
　
　
　
　
黒
川
　
恵
子
（
女
性
部
会
）

◇
活
動
方
針

　
毎
年
度
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
検

討
し
、
理
事
会
等
に
提
案
・
報
告
し
て

い
ま
す
。

1
　
予
算
の
編
成
及
び
決
算
に
関
す
る

　
　
事
項

2
　
会
費
、
積
立
金
等
に
関
す
る
事
項

3
　
予
算
の
支
出
認
証
に
関
す
る
事
項

4
　
金
銭
及
び
物
品
の
出
納
並
び
に
財

　
　
産
の
管
理
に
関
す
る
事
項

5
　
経
理
記
録
の
作
成
及
び
保
存
に
関

　
　
す
る
事
項

6
　
会
費
自
動
引
落
制
度
の
推
進
に
関

　
　
す
る
事
項

　
ご
高
承
の
通
り
、
近
年
は
赤
字
決
算

が
続
い
て
財
務
内
容
が
毀
損
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
支
部
、
委
員
会
並
び

に
部
会
等
の
運
営
に
対
し
て
は
、
経
費

の
削
減
や
厳
格
な
使
途
を
お
願
い
し
て

大
変
申
し
訳
な
い
で
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
会
の
収
支
は
、
前
々
年
度
に
ほ
ぼ
均

衡
し
、
前
年
度
は
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
関
係
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

◇
委
員
会
名
簿

委

員

長
：
大
塚
　
繁
夫
（
副
会
長
）

副
委
員
長
：
中
山
　
豪
夫
（
第
11
支
部
）

委
　
　
員
：
輿
石
　
　
学
（
第
９
支
部
）

　
　
　
　
　
上
田
　
恭
子
（
第
9
支
部
）

◇
活
動
方
針

　
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
会
員
や
一

般
の
方
が
多
数
参
加
頂
け
る
有
意
義
な

内
容
や
、
新
し
い
情
報
が
提
供
で
き
る

事
業
を
ど
う
企
画
・
運
営
す
る
か
を
追

求
す
る
事
が
委
員
会
の
任
務
と
考
え
ま

す
。

　
本
年
度
は
普
通
・
上
級
救
命
講
習
会

の
開
催
、
献
血
活
動
の
推
進
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
参
加
企
業
の
拡
大
、
さ
ら

に
区
立
中
学
校
の
職
場
体
験
事
業
の
協

力
実
施
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
特
に
献
血
活
動
は
玉
川
税
務
署
職

員
の
多
く
の
皆
様
が
献
血
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
東
急
電
鉄
様
か
ら
は
献
血

場
所
の
無
償
提
供
を
い
た
だ
い
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
会
の
協
力

を
受
け
毎
年
多
数
の
献
血
の
協
力
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト
・
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
事
業
に

も
協
力
し
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
活
動
に
際
し
会
員
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

未
加
入
会
員
企
業
の
皆
様
の
参
加
が
伸

び
な
い
現
状
に
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
の
お
声
掛
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◇
委
員
会
名
簿

担
当
副
会
長
：
森
　
　
　
栄

委

員

長
：
鍋
島
　
増
男
（
第
4
支
部
）

副
委
員
長
：
松
野
　
京
子
（
第
1
支
部
）

　
　
　
　
　
鈴
木
　
康
二
（
第
10
支
部
）

委
　
　
員
：
小
林
　
久
人
（
第
2
支
部
）

　
　
　
　
　
鹿
島
　
法
博
（
第
3
支
部
）

　
　
　
　
　
高
橋
　
政
子
（
第
4
支
部
）

　
　
　
　
　
忽
那
　
由
子
（
第
5
支
部
）

　
　
　
　
　
土
屋
万
寿
子
（
第
6
支
部
）

　
　
　
　
　
斉
藤
　
恵
美
（
第
7
支
部
）

　
　
　
　
　
春
日
　
民
子
（
第
8
支
部
）

　
　
　
　
　
神
山
　
典
子

（
第
9
支
部
・
女
性
部
会
）

　
　
　
　
　
猿
渡
　
昌
枝
（
第
11
支
部
）

　
　
　
　
　
中
村
　
紀
子
（
第
12
支
部
）

　
　
　
　
　
安
田
　
哲
也
（
青
年
部
会
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

：
土
屋
　
明
人
（
第
6
支
部
）

（
前
e

－

T
a
x
推
進
委
員
会
）

◇
活
動
方
針

　
e

－

T
a
x
の
推
進
を
図
る
た
め
、
玉

川
税
務
署
・
東
京
税
理
士
会
玉
川
支

部
・
玉
川
法
人
会
の
三
者
で
e

－

T
a
x

推
進
協
議
会
を
年
2
回
開
催
し
て
い
ま

財
務
委
員
会

財
務
委
員
会

社
会
貢
献
委
員
会

社
会
貢
献
委
員
会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
推
進
委
員
会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
推
進
委
員
会
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し
た
。

　
玉
川
法
人
会
も
そ
れ
に
協
力
す
る
た

め
e

－

T
a
x
委
員
会
を
設
け
、
会
員
が

1
社
で
も
多
く
e

－

T
a
x
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
結
果
、
現
在
e

－

T
a
x
の
利

用
が
理
事
1
0
0
％
を
達
成
し
、
玉
川

税
務
署
管
内
の
全
法
人
に
お
い
て
も
70

%
近
い
利
用
率
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
事
か
ら
、
あ
る
程
度
e

－

T
a
x
の
推
進
活
動
は
進
ん
で
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
こ
と
で
す
。

あ
く
ま
で
も
目
標
は
1
0
0
％
で
す
が
、

こ
の
達
成
は
な
か
な
か
難
し
く
、
画
期

的
な
成
果
は
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
協
議
会
を
e

－

T
a
x
以
外
に
も
広
げ
ま
し
ょ
う
と
云

う
こ
と
に
な
り
、
昨
年
よ
り
名
称
が

I
C
T
利
用
推
進
協
議
会
に
変
更
に
な

り
、
玉
川
法
人
会
に
お
い
て
も
I
C
T

利
用
推
進
委
員
会
と
委
員
会
名
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
協
議
会
に
お
い
て
討
議

さ
れ
る
も
の
は
「
e

－
T
a
x
」
は
当
然

で
す
が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」「
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」「
軽
減
税
率
」
等
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
「
軽
減
税
率
」
は
諸
般
の
事

情
よ
り
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
他
e

－

T
a
x
風
船
も
当
委
員
会
で
作
成
し
、

各
支
部
で
相
当
数
使
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
玉
川
台
2
丁
目
に
は
e

－

T
a
x
看
板
も
掲
げ
て
い
ま
す
。

◇
委
員
会
名
簿

委

員

長
：
森
　
　
　
栄
（
副
会
長
）

役
　
　
員
：
坂
東
　
義
治
（
副
会
長
）

　
　
　
　
　
大
鎌
　
　
博
（
副
会
長
）

　
　
　
　
　
大
塚
　
繁
夫
（
副
会
長
）

　
　
　
　
　
平
山
　
武
司
（
副
会
長
）

　
　
　
　
　
宮
崎
　
　
巌
（
副
会
長
）

◇
活
動
方
針

　
公
益
事
業
推
進
委
員
会
は
平
成
27
年

度
よ
り
新
た
に
設
け
ら
れ
た
特
別
委
員

会
で
、
当
会
の
定
款
に
即
し
た
公
益
事

業
活
動
の
推
進
及
び
そ
の
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
を
目
的
と
し
て
日
々
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　
法
人
会
の
事
業
は
「
公
益
目
的
事
業
」

と
「
収
益
事
業
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

公
益
目
的
事
業
は

①「
公
1
」（
税
知
識
の
普
及
・
税
に
関

　
す
る
提
言
等
、
税
に
関
す
る
事
業
）

②「
公
2
」（
地
域
企
業
の
健
全
な
る
発

　
展
に
資
す
る
事
業
）

③「
公
3
」（
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目

　
的
と
す
る
事
業
）

　
以
上
の
3
つ
に
分
類
し
て
、
各
委
員

会
・
支
部
・
部
会
で
様
々
な
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
し

て
、
提
出
さ
れ
た
「
事
業
計
画
書
」「
事

業
報
告
書
」
を
精
査
し
、
管
理
す
る
と

共
に
、
今
後
の
公
益
事
業
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
総
務
委
員
長
、
財
務
委
員
長

を
加
え
て
様
々
な
角
度
か
ら
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
委
員
会
名
簿

委

員

長
：
宮
崎
　
　
巌
（
副
会
長
）

副
委
員
長
：
齋
藤
　
稔
晃
（
第
９
支
部
）

◇
活
動
方
針

　
本
年
度
は
部
会
内
の
活
性
化
と
増
強

に
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
交
流
グ
ル
ー
プ
、
渉
外
担
当
グ

ル
ー
プ
、
事
業
担
当
グ
ル
ー
プ
に
分
け

各
グ
ル
ー
プ
に
部
会
員
も
所
属
し
役
割

を
明
確
に
し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
毎
月

行
っ
て
い
た
部
会
全
体
会
議
は
隔
月
偶

数
月
に
開
催
し
、
奇
数
月
は
各
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

部
会
員
の
参
画
意
識
改
革
と
部
会
員
相

互
の
交
流
を
深
め
、
活
性
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◇
部
会
名
簿

担
当
副
会
長
：
大
鎌
　
　
博

部

会

長
：
中
村
　
匡
秀
（
第
4
支
部
）

副
部
会
長
：
安
田
　
哲
也

（
第
1
支
部
・
会
員
交
流
）

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

：

　
　
　
　
　
山
﨑
武
一
郎
（
第
１
支
部
）

副
部
会
長
：
兼
益
　
宏
行

青
年
部
会

青
年
部
会

女
性
部
会

女
性
部
会

（
第
5
支
部
・
渉
外
担
当
）

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

：

　
　
　
　
　
角
田
　
　
憲
（
第
10
支
部
）

副
部
会
長
：
豊
嶋
　
啓
聡

（
第
3
支
部
・
事
業
担
当
）

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

：

　
　
　
　
　
釜
　
裕
一
郎
（
第
11
支
部
）

副
部
会
長
：
上
田
　
恭
子
（
第
9
支
部
）

会
計
・
書
記
：
日
野
　
直
郷
（
第
12
支
部
）

支

部

長
：
安
田
　
哲
也
（
第
1
支
部
）

　
　
　
　
　
仲
野
　
貴
乃
（
第
2
支
部
）

　
　
　
　
　
中
岡
　
正
裕
（
第
3
支
部
）

　
　
　
　
　
高
木
謙
太
郎
（
第
6
支
部
）

　
　
　
　
　
生
出
　
　
司
（
第
7
支
部
）

　
　
　
　
　
岩
﨑
　
恵
士
（
第
8
支
部
）

　
　
　
　
　
天
沼
　
尚
之
（
第
9
支
部
）

顧
　
　
問
：
松
浦
　
政
幸
（
第
６
支
部
）

相

談

役
：
清
水
　
明
洋
（
第
5
支
部
）

◇
活
動
方
針

　
活
動
方
針
は
、
女
性
部
会
の
租
税
教

育
活
動
に
お
け
る
基
幹
事
業
で
あ
る

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
実
施
と
会
員
の
皆
様
の
笑
顔
、
健
康
、

時
代
を
読
む
力
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
活
動
を
企
画
す
る
こ
と
、
及
び
、

各
支
部
の
行
事
と
会
員
同
士
の
交
流
を

円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

　
そ
の
他
に
、
各
委
員
会
活
動
の
お
手

伝
い
と
Ｓ
Ｋ
Ｔ
連
絡
協
議
会
で
の
意
見

交
換
。

公
益
事
業
推
進
委
員
会

公
益
事
業
推
進
委
員
会
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源
泉
部
会

源
泉
部
会

◇
活
動
内
容

☆
平
成
28
年
度
「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実
施
（
応
募
締

切
日
9
月
16
日
、
表
彰
式
11
月
30
日
）

☆
活
動
報
告
会
（
4
月
20
日
）

☆
健
康
増
進
研
修
会
（
6
月
2
日
と
6

月
30
日
）

☆
バ
ス
日
帰
り
研
修
会
（
10
月
5
日

（
横
浜
方
面
））

☆
税
務
研
修
会
（
4
月
20
日
）

☆
女
性
部
会
の
班
長
会
（
5
月
11
日
、

12
月
予
定
）

　
幹
事
会
（
7
月
22
日
、Ｈ
29
年
3
月
予

定
）

☆
役
員
会
（
7
回
）

☆
Ｓ
Ｋ
Ｔ
連
絡
会
（
玉
川
当
番
、Ｈ
29
年

2
月
予
定
）

☆
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
島
大
会

（
4
月
11
日
）

☆
各
委
員
会
活
動
の
お
手
伝
い
（
献
血
、

和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト
、
税
を
考
え
る

週
間
な
ど
）

（
４
月
〜
６
月
ま
で
の
行
事
は
終
了
）

◇
部
会
名
簿

担
当
副
会
長
：
大
鎌
　
　
博

部

会

長
：
出
澤
素
賀
子
（
第
２
支
部
）

副
部
会
長
：
黒
川
　
恵
子
（
第
６
支
部
）

　
　
　
　
　
松
野
　
京
子
（
第
1
支
部
）

　
　
　
　
　
神
山
　
典
子
（
第
9
支
部
）

班
　
　
長
：
依
田
　
友
子
（
第
2
支
部
）

　
　
　
　
　
伊
藤
　
麻
規
（
第
3
支
部
）

　
　
　
　
　
岡
村
く
み
子
（
第
4
支
部
）

　
　
　
　
　
秋
田
　
満
里
（
第
5
支
部
）

　
　
　
　
　
廣
部
　
雅
子
（
第
6
支
部
）

　
　
　
　
　
霜
島
　
友
子
（
第
7
支
部
）

　
　
　
　
　
猿
渡
　
浩
代
（
第
8
支
部
）

　
　
　
　
　
坂
部
　
英
子
（
第
10
支
部
）

　
　
　
　
　
金
子
　
恵
子
（
第
11
支
部
）

　
　
　
　
　
上
原
け
さ
子
（
第
12
支
部
）

◇
活
動
方
針

　
納
税
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
、
源

泉
徴
収
義
務
者
と
し
て
必
要
な
法
令
等

の
研
修
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
研
修
会
を
、

4
月
　「
平
成
27
年
度
税
制
改
正
等
」

6
月
　「
非
居
住
者
等
の
源
泉
徴
収
」

9
月
　「
内
容
未
定
」

10
月
　「
年
末
調
整
等
説
明
会
」

1
月
　「
内
容
未
定
」　
の
予
定
で
す
。

（
4
月
・
6
月
は
終
了
）

　
ま
た
、
部
会
と
し
て
年
1
回
企
業
見

学
会
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
9
月
に

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

◇
部
会
名
簿

部

会

長
：
森
　
　
　
栄
（
副
会
長
）

副
部
会
長
：
松
永
　
浩
昌
（
第
11
支
部
）

役
　
　
員
：
石
井
　
靖
久
（
第
11
支
部
）

書
　
　
記
：
中
島
　
正
二
（
第
5
支
部
）

会
　
　
計
：
石
井
　
哲
郎
（
第
9
支
部
）

委
　
　
員
：
田
中
　
賢
治
（
第
4
支
部
）

●よき経営者をめざすものの団体

　それが法人会です。

正しい税知識を身につけたい。もっと積

極的な経営をめざしたい。社会のお役に

立ちたい。

そんな経営者の皆さんを支援する組織、 

それが法人会です。 

法人会は現在、全国に105万社、東京都内

に49の単位会、19万社の会員企業を擁す

る団体として大きく発展しています。

税のオピニオンリーダーとしての貢献は

もとより、会員の研さんを支援する各種

の研修会、また地域振興やボランティア

など地域に密着した活動を積極的に行っ

ています。

●法人会は企業の間から

　自主的に誕生した団体です。

1947年（昭和22年）4月、わが国の税制

はそれまでの賦課課税制度から申告納税

制度へと移行し、法人税も新しい制度へ

生まれ変わりました。

しかし当時の社会経済状況は極めて悪

く、経営者が難解な税法を理解して自主

的に税金を申告できるかどうか、危ぶま

れていました。

このため、納税者が自ら申告納税するに

は、納税者自身が団体を結成し、その活

動を通じて帳簿の整備、税知識の普及な

どを図る必要性が生じてきました。

法人会は、このようにして企業の間から

自発的に生まれてきた団体です。

法人会とは…
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せ
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☜玉川法人会 検索

８月の行事予定 10月の行事予定
２㈰　和太鼓コンサート 16:00　玉川区民会館ホール

５㈬　女性部会バス日帰り研修会 08:15　横須賀方面

７㈮　★決算法人説明会 13:30　玉川税務署

11㈫　総務委員会 18:00　法人会事務局

12㈬　社会貢献委員会 13:00　法人会事務局

　　　青年部会SKTボウリング大会

13㈭　税に関する絵はがきコンクール選考会 13:00　玉川税務署

15㈯～16㈰

　　　★第３支部尾山台フェスティバル 13:00　尾山台商店街

20㈭　税制改正要望全国大会 00:00　長崎県長崎市

21㈮　★新設法人説明会 13:30　玉川税務署

27㈭　総務委員会講演会分科会 18:00　法人会事務局

8月･9月･10月の行事予定は７月20日現在のものです

★印は一般の方も参加できる行事です

お問い合わせは下記の玉川法人会事務局まで

４㈭　★決算法人説明会 13:30　玉川税務署

６㈯　＜リオ五輪　開会式＞

12㈮・15㈪～16㈫　　法人会・盆休み

15㈪　【たまでんBOARD８月分原稿締切】

22㈪　＜リオ五輪　閉会式＞

23㈫　財務委員会 10:00　法人会事務局

　　　★新設法人説明会 13:30　玉川税務署

　　　社会貢献委員会 18:00　法人会事務局

24㈬　ホームページワーキンググループ 10:00　法人会事務局

26㈮　総務・研修合同委員会 18:00　法人会事務局

27㈯　青年部会納涼家族会 11:00　多摩川緑地バーベキュー場

28㈰　★第４支部尾山台サマーナイトフェスティバル 13:00　尾山台駅前

29㈪　青年部会全体会議 18:30　ASA用賀 多目的ホール

納税も、e-Taxで！！　ダイレクト納付が便利です。

28年10月決算法人の第3四半期分、29年１月決算法人の半期分・第2四半期分、29年４月決算法人の第1四半期分

消費税の、
期限内納付を

お願いいたします。

消費税の、
期限内納付を

お願いいたします。

消費税の、
期限内納付を

お願いいたします。

９月の行事予定
２㈮　厚生委員会 18:00　ボランティアビューロー

５㈪　総務研修合同委員会 18:00　ボランティアビューロー

６㈫　★決算法人説明会 13:30　玉川税務署

　　　組織委員会正副委員長会議 17:00　法人会事務局

　　　組織委員会 18:00　法人会事務局

８㈭　委員長部会長会議 18:00　法人会事務局

　　　青年部会租税教育活動プレゼンテーション 15:00　旭川市民文化会館

９㈮　全国青年の集い北海道大会 14:00　旭川大雪アリーナ

　　　ＩＣＴ利用推進協議会 10:30　玉川税務署

13㈫　正副会長会議 13:00　法人会事務局

　　　会館建設委員会 14:00　法人会事務局

　　　理事会 15:00　玉川税務署

　　　★社会貢献委員会　上級救命講習会 09:00　玉川消防署

14㈬　大型保障制度＆増強強化月間キックオフ 18:30　未定

15㈭　源泉部会　企業訪問見学会 08:30　二子玉川駅

　　　【たまでんBOARD原稿締切】

16㈮　第9･10支部合同税務研修会 18:00　用賀出張所3F

20㈫　広報委員会 18:00　法人会事務局

28年８月分の源泉所得税の納付期限

28年６月決算法人の確定申告期限・納付期限

28年12月決算法人の中間申告（予定申告）期限・納付期限

消費税の中間申告期限・納付期限

28年 ９月 12日（月）

28年 ８月 31日（水）

28年 ８月 31日（水）

28年 ８月 31日（水）

28年 10月 11日（火）

28年 ９月 30日（金）

28年 ９月 30日（金）

28年 ９月 30日（金）

28年９月分の源泉所得税の納付期限

28年７月決算法人の確定申告期限・納付期限

29年１月決算法人の中間申告（予定申告）期限・納付期限

消費税の中間申告期限・納付期限

28年９月決算法人の第3四半期分、28年12月決算法人の半期分・第2四半期分、29年３月決算法人の第1四半期分
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こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
京

国
税
局
課
税
第
一
部
統
括
国
税
実
査
官

（
国
際
担
当
）
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り

ま
し
た
秋
元
で
す
。
前
任
の
若
林
同
様
、

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
阿
部
会
長
を
は
じ
め
公
益
社
団
法
人

玉
川
法
人
会
の
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
に
は
、
税
務
行
政
に
対
し
常
日
頃
か

ら
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
玉
川
法
人
会
は
、
昭
和
25
年
の
創
立

以
来
60
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
正

し
い
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
高

揚
、
地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す

る
事
業
な
ど
を
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
も
の
と
承
知

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
活
動
は
、
我
々
税

務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
さ
て
、
法
人
税
を
は
じ
め
国
税
の
多

く
は
、
納
税
者
自
ら
が
申
告
を
行
い
、

税
額
を
確
定
さ
せ
、
自
ら
が
納
付
す
る

と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
納
税
者
が
高
い
納
税
意

識
を
持
ち
、
法
律
に
定
め
る
納
税
義
務

を
自
発
的
か
つ
適
正
に
履
行
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
我
々
国
税
当
局
は
、
租

税
の
意
義
と
役
割
、
租
税
の
仕
組
み
等

に
係
る
広
報
活
動
、
租
税
教
育
、
法
令

解
釈
等
の
明
確
化
、
税
務
相
談
な
ど
の

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

法
人
会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、

税
に
関
す
る
情
報
等
が
直
接
納
税
者
に

伝
わ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
10
月
導
入
さ
れ
ま
し
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
来
年
の
1
月

以
降
、
各
種
申
告
書
へ
の
番
号
記
載
が

本
格
化
し
、
正
確
な
番
号
記
載
が
求
め

ら
れ
る
と
と
も
に
本
人
確
認
に
係
る
周

知
・
広
報
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

秋
元
新
署
長
　
着
任
の
ご
挨
拶

す
。
玉
川
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

同
制
度
に
関
す
る
数
多
く
の
研
修
会
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
の
皆
様
に

加
え
、
近
隣
の
企
業
の
方
々
へ
の
広
報

活
動
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
法
人
番
号
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
異
な
り
利
用
範
囲
が
制
限
さ
れ

て
お
ら
ず
、
官
民
問
わ
ず
、
そ
の
活
用

に
よ
り
様
々
な
部
分
で
コ
ス
ト
削
減
効

果
が
期
待
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た

め
、
国
税
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
そ

の
活
用
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
、

引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

玉川署新幹部名簿（平成28年７月）
官　　職 氏　名 旧　所　属

署　　　長

副署長（管理運営･
徴収･法人担当）

副署長（総務･個人･
資産担当）

特別国税調査官
（法人）

総務課長

法人課税第１部門
統括官

法人課税第２部門
統括官

法人課税第３部門
統括官

法人課税第４部門
統括官

法人課税第１部門
審理担当上席

税務大学校本校
教務課  課長補佐

留任

新宿
副署長（法人担当）

留任

局  調査四部

柏
法人３部門統括官

芝
国際税務専門官

緑
法人４部門統括官

留任

秋元　秀仁

木村美由紀

嶋田　栄一

高橋　尚人

長谷川　潤

信江　　誠

濱田　　浩

菅野　正守

太田　健朗

木村　　宏

　
アキモト　　ヒデヒト

　キ　ムラ　ミ　ユ　キ

シマ　ダ　　　エイイチ

タカハシ　　ナオ　ト

　ハ　セ　ガワ　　ジュン

ノブ　エ　　　　マコト

ハマ　ダ　　　　ヒロシ

スガ　ノ　　　マサモリ

オオ　タ　　　タケ　オ

　キ　ムラ　　　　ヒロシ

　
社
会
・
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
玉
川
法
人
会
は
、
公
益
社
団
法

人
と
し
て
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ま
れ

て
お
ら
れ
る
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

我
々
職
員
も
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た

り
培
っ
て
き
た
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を

大
切
に
し
、
引
き
続
き
緊
密
な
協
調
関

係
を
築
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
玉
川
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

局  課税一部
統括国税実査官
（国際担当）
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平成28年度　玉川税務署主要幹部プロフィール

役　職

氏　名
干　支
血液型
出身地
趣　味
モットー

署長
あき　　もと　　ひで　　ひと

秋　元　秀　仁
丑
Ｂ型
千葉県
マラソン、フットサル、散歩
お酒をモットー減らすこと

役　職

氏　名
干　支
血液型
出身地
趣　味
モットー

副署長（総務・個人課税・資産課税担当）
しま　　　だ　　　えい　　いち

嶋　田　栄　一
辰
Ｏ型
福島県
自転車
チームワークを大切に

役　職

氏　名
干　支
血液型
出身地
趣　味
モットー

総務課長　
　は　せ　がわ　　　　　　じゅん

長谷川　　　潤
巳
Ａ型
北海道
釣り
一所懸命

役　職

氏　名
干　支
血液型
出身地
趣　味
モットー

法人課税第２部門  統括官
はま　　　だ　　　　　　ひろし

濱　田　　　浩
戌
Ａ型
鹿児島県
ドライブ
メリハリ

役　職

氏　名
干　支
血液型
出身地
趣　味
モットー

法人課税第４部門  統括官
おお　　　た　　　たけ　　　お

太　田　健　朗
酉
Ｏ型
京都府
読書・音楽鑑賞
自然体で

役　職

氏　名
干　支
血液型
出身地
趣　味
モットー

副署長（管理運営・徴収・法人課税担当）
　き　　　むら　　  み　ゆ　き

木　村　美由紀
巳
Ａ型
千葉県
旅行
一期一会

役　職

氏　名
干　支
血液型
出身地
趣　味
モットー

特別国税調査官（法人）
たか　　はし　　なお　　　と

高　橋　尚　人
卯
Ｏ型
富山県
釣り、写真
こだわり・信念・情熱

役　職

氏　名
干　支
血液型
出身地
趣　味
モットー

法人課税第１部門  統括官
のぶ　　　え　　　　　　まこと

信　江　　　誠
辰
Ａ型
新潟県
高校野球観戦
元気良く

役　職

氏　名
干　支
血液型
出身地
趣　味
モットー

法人課税第３部門  統括官
すが　　　の　　　まさ　　もり

菅　野　正　守
申
Ｂ型
東京都
ジョギングとウォーキング
健康第一

役　職

氏　名
干　支
血液型
出身地
趣　味
モットー

法人課税第１部門  上席
　き　　　むら　　　　　　ひろし

木　村　　　宏
子
Ａ型
福島県
自転車
人生を楽しく
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日
　
時
…
６
月
21
日
㈫
　
15
時
〜

場
　
所
…
玉
川
税
務
署
大
会
議
室

参
加
者
…
39
名

　
平
成
28
年
６
月
21
日
、
玉
川
税
務
署

大
会
議
室
に
お
い
て
研
修
委
員
会
主
催

の
「
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雨
と
い
う
梅
雨

ら
し
い
天
候
の
中
、
39
名
も
の
方
が
参

加
。
先
送
り
さ
れ
た
と
は
言
え
軽
減
税

率
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し

た
。

　
第
１
部
は
玉
川
税
務
署
若
林
署
長
に

よ
る
「
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
ポ
イ

ン
ト
」。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
す
る
と
言
っ
て
購
入
し
た
が
、
そ

の
ま
ま
店
舗
内
で
食
べ
た
場
合
は
ど
う

な
る
の
か
？
。
オ
モ
チ
ャ
付
き
お
菓
子

は
軽
減
税
率
対
象
品
目
？
な
ど
、
具
体

的
な
品
目
を
例
に
と
っ
て
の
解
説
は
と

て
も
わ
か
り
や
す
く
、
出
席
者
の
方
も

軽
減
税
率
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

消
費
税
軽
減
税
率

対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

研
修
委
員
会

　
第
２
部
は
税
理
士
で
中
小
企
業
診
断

士
の
松
永
智
子
先
生
に
よ
る
「
軽
減
税

率
対
策
補
助
金
の
申
請
等
に
つ
い
て
」。

冒
頭
の
軽
減
税
率
ク
イ
ズ
で
あ
っ
と
い

う
間
に
先
生
の
講
義
に
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
松
永
先
生
か
ら
は
軽
減
税
率
導

入
ま
で
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
、

「
取
組
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」「
レ
ジ
補
助
金

に
つ
い
て
」「
注
意
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ

い
て
と
実
務
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
意
外
と
気
付

か
な
か
っ
た
点
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
実
の
あ
る
講
義
で
し
た
。

　
研
修
委
員
会
で
は
今
後
も
セ
ミ
ナ
ー

を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。
お
忙
し
い

と
は
思
い
ま
す
が
是
非
と
も
非
会
員
の

方
も
お
誘
い
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
研
修
委
員
会
　
副
委
員
長
　
船
本
貴
一
）

関心の高かった消費税軽減税率研修会

熱心に講義する若林税務署長

とても良かったです　講師の松永智子先生

日
　
時
…
7
月
12
日
㈫

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　
所
…
玉
川
消
防
署
　
地
下

参
加
者
…
29
名

　「
大
切
な
人
の
命
を
救
い
た
い
」
と

い
う
目
標
を
か
か
げ
、
A
E
D
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
実
際
に
使
っ
て

み
て
改
め
て
A
E
D
の
必
要
性
を
実
感

し
、
真
剣
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
で
起

こ
り
う
る
命
に
か
か
わ
る
心
臓
蘇
生
の

方
法
も
学
び
、
実
際
に
あ
っ
て
は
困
る

こ
と
で
す
が
、
今
回
の
学
ん
だ
事
で
、

普
通
救
命
講
習
会

社
会
貢
献
委
員
会

実践さながらの講習　みな真剣です

活
動
報
告
（
委
員
会
・
支
部
・
部
会
・
同
好
会
）

活
動
報
告
（
委
員
会
・
支
部
・
部
会
・
同
好
会
）
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目
の
前
で
倒
れ
て
い
る
人
の
命
を
救
う

こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
う
と
、
つ
い
受

講
に
力
が
入
り
ま
し
た
。

　
今
後
で
き
る
か
出
来
な
い
か
で
は
な

く
、
助
け
な
く
て
は
死
を
む
か
え
て
し

ま
う
現
実
を
、
色
々
な
角
度
か
ら
学
び
、

A
E
D
で
助
か
る
命
が
あ
る
こ
と
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
A
E
D
を
学

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
９
月
13
日
（
火
）
に
は
上
級
救

命
講
習
会
が
あ
り
ま
す
の
で
奮
っ
て
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
社
会
貢
献
委
員
会
　
神
山
典
子
）

第
1
回

日
　
時
…
６
月
2
日
㈭
　
14
時
〜

場
　
所
…
玉
川
区
民
会
館 

4
階
集
会
室

参
加
者
…
会
員
15
名
・
一
般
３
名

第
２
回

日
　
時
…
６
月
30
日
㈭
　
14
時
〜

場
　
所
…
玉
川
町
会
会
館

参
加
者
…
会
員
18
名
・
一
般
５
名

内
　
容
…「
10
歳
若
返
る
呼
吸
運
動
」

講
　
師
…
中
尾
和
子
先
生

（
厚
生
労
働
省
健
康
大
使
）

　
女
性
部
会
で
大
人
気
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
５
年
目
に

突
入
。
今
回
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、「
解
剖
学
」
を
中

心
に
骨
・
神
経
・
筋
肉
等
の
成
り
立
ち

を
理
解
し
ま
し
た
。
小
さ
い
ボ
ー
ル
を

2
個
使
い
、
脇
や
股
に
ボ
ー
ル
を
挟
み

身
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生

活
で
酷
使
し
て
い
る
骨
盤
の
ズ
レ
や
歪

み
が
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
で
は
気
づ
か
な

か
っ
た
力
が
体
全
体
に
伝
わ
り
、
講
師

か
ら
「
ガ
チ
ガ
チ
の
体
で
す
ね
」
と
言

わ
れ
な
が
ら
も
最
近
よ
う
や
く
５
年
目

に
し
て
力
の
抜
き
方
を
覚
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
来
年
も
計
画
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（
女
性
部
会
　
副
部
会
長
　
神
山
典
子
）

健
康
増
進
研
修
会

女
性
部
会

この器具の使い方は？？？

日
　
時
…
７
月
６
日
㈬
　
18
時
〜

場
　
所
…
玉
川
区
民
会
館

　
　
　
　
４
F
会
議
室
　
第
6
集
会
室

講
　
師
…
野
村
證
券
株
式
会
社

　
　
　
　
自
由
が
丘
支
店

　
　
　
　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

　
　
　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
課

　
　
　
　
課
長
代
理
　
平
野
真
弓  

様

参
加
者
…
26
名

　
2
0
1
6
年
も
早
く
も
半
年
が
過
ぎ
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。

金
融
市
場
に
お
い
て
は
波
乱
の
幕
開
け

と
な
り
、
日
経
平
均
株
価
は
6
営
業
日

連
続
で
の
下
落
と
戦
後
の
ワ
ー
ス
ト
記

録
を
更
新
し
ま
し
た
。
こ
の
金
融
市
場

混
乱
の
影
響
を
緩
和
し
、
持
続
的
な
成

長
と
物
価
の
安
定
を
目
指
し
、
日
本
銀

行
は
遂
に
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
」
を

導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
は

6
月
に
消
費
増
税
の
延
期
を
決
定
し
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
6
月
23
日
に
実
施
し
た

国
民
投
票
で
、Ｅ
Ｕ
離
脱
を
選
択
致
し

ま
し
た
。
ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
は
予
想

だ
に
し
な
か
っ
た
事
態
が
世
界
中
で

起
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
第
３
支
部
で
は
「
ど
う
な
る

ニ
ッ
ポ
ン
〜
景
気
・
税
金
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
〜
」
を
テ

ー
マ
に
研
修

会
を
開
催
し

ま
し
た
。
最

新
の
デ
ー
タ
、

レ
ポ
ー
ト
を

使
い
、
２
０

１
６
年
下
半

期
の
見
通
し

な
ど
を
講
話

頂
き
ま
し
た
。

研
修
会
開
催

日
は
イ
ギ
リ

ス
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
騒
動
の
直

後
で
も
あ
り
、

連
日
テ
レ
ビ

や
新
聞
な
ど
の
報
道
を
目
に
さ
れ
て
い

て
参
加
者
の
皆
さ
ま
を
関
心
が
高
く
熱

心
に
勉
強
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
　
意
見
交
換
会
で
は
、
ト

ラ
ッ
ト
リ
ア
･
ロ
ア
ジ
へ
場
所
を
変
え
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

季
節
感
た
っ
ぷ
り
で
彩
り
豊
か
な
お
い

し
い
料
理
を
頂
き
な
が
ら
、
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
の
パ
ン
チ
ェ
ッ
タ
佐
藤
さ
ん
に

よ
る
山
形
弁
風
イ
タ
リ
ア
語
で
の
お
料

理
紹
介
を
頂
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
最
後
は
増
田
前
支
部
長
に
締
め

の
挨
拶
を
頂
き
、
３
支
部
な
ら
で
は
の

雰
囲
気
は
変
わ
ら
ず
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
第
３
支
部
　
広
報
委
員
　
中
岡
正
裕
）

研
修
会
・
意
見
交
換
会

第
３
支
部

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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日
　
時
…
５
月
21
日
㈯
　
７
時
〜

場
　
所
…
新
潟
県
魚
沼
市

参
加
者
…
45
名

　
去
る
５
月
21
日
（
土
）、
第
13
回
田

植
え
体
験
学
習
が
好
天
気
の
中
、
新
潟

県
魚
沼
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
７
時
に
等
々
力
に
集
合
し
た

等
々
力
小
の
生
徒
さ
ん
、
ご
父
兄
、
そ

し
て
玉
川
法
人
会
第
４
支
部
役
員
の
一

同
は
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
に
乗
車
し
、

一
路
新
潟
魚
沼
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　
忘
れ
も
し
な
い
第
1
回
の
田
植
え
体

験
学
習
は
、
平
成
16
年
の
春
に
苗
を
植

え
付
け
、
９
月
に
稲
刈
り
を
行
い
、「
さ

あ
新
米
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
を

応
援
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん

に
お
配
り
し

よ
う
」と
、配

送
な
ど
の
手

配
も
万
端
に

整
え
て
い
た

矢
先
の
、
10

月
23
日
に
痛

ま
し
い
中
越

地
震
に
遭
遇

し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
散
々
な
思
い
を
し
た
こ
と
が
つ
い
こ

の
間
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
あ
れ

か
ら
丸
13
年
が
経
過
し
て
い
た
こ
と
に

時
の
早
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　
８
月
に
入
る
と
稲
に
真
っ
白
な
花
が

咲
き
競
い
ま
す
。
実
り
の
秋
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
、
稲
刈
り
を
待
ち
遠
し
く

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

特
に
雪
が
少
な
く
、
春
の
来
る
の
が
早

か
っ
た
た
め
、
刈
り
入
れ
時
期
も
例
年

よ
り
早
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
米

農
家
の
収
穫
は
米
俵
に
詰
め
る
ま
で
は

安
堵
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
植

え
た
田
ん
ぼ
か
ら
、
黄
金
の
実
り
の
秋

が
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る

毎
日
で
す
。

（
第
４
支
部
　
副
支
部
長
　
高
橋
政
子
）

田
植
え
体
験
学
習

第
４
支
部

実りの秋が楽しみです

今年も全員揃って記念撮影

日
　
時
…
５
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰ 

10
時
〜

場
　
所
…
瀬
田
五
丁
目
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド

参
加
者
…
16
名

　
5
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）
10
時

か
ら
15
時
ま
で
、
世
田
谷
区
瀬
田
五
丁

目
・
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
近

隣
の
住
民
を
中
心
に
大
勢
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
第
7
支
部
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
苔

玉
教
室
の
他
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
イ
ン

落
と
し
ゲ
ー
ム
を
開
催
し
大
人
気
で
し

た
。
ま
た
、
熊
本
地
震
の
義
援
金
を
お

願
い
し
た
他
、
焼
き
そ
ば
や
餅
つ
き
な

ど
町
会
が
出
店
し
た
模
擬
店
を
手
伝
っ

て
大
い
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。（

副
会
長
　
第
7
支
部
　
大
塚
繁
夫
）

瀬
田
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド

の
集
い
と
苔
玉
教
室

第
７
支
部

コイン落としは子供たちに人気でした

苔
玉
は
お
年
寄
り
か
ら

子
供
ま
で
、
多
数
の
方

が
参
加
し
ま
し
た

スタッフの皆様、お疲れ様でした
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第
1
回
　
5
月
26
日
㈭
　
17
時
〜
20
時

　
　
　
　
参
加
者
：
33
名

第
2
回
　
6
月
2
日
㈭
　
17
時
〜
20
時

　
　
　
　
参
加
者
：
27
名

第
3
回
　
6
月
9
日
㈭
　
17
時
〜
20
時

　
　
　
　
参
加
者
：
19
名

場
所
：
世
田
谷
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
エ
ア

　
　
　
東
京
組
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
（
3
回
と
も
）

　
第
9
支
部
主
催
で
第
6
、
第
8
、
第

10
支
部
協
力
に
よ
り
始
ま
っ
た
「
天
空

セ
ミ
ナ
ー
」。
遠
く
は
新
宿
の
副
都
心

が
正
面
に
望
め
る
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ビ
ル
の
23
階

で
毎
週
木
曜
日
3
週
間
に
渡
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
家
具
が
置
か
れ
た
23
階

の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
ス

ペ
ー
ス
は
飲
み
物
も
フ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

で
、
素
晴
ら
し
い
眺
め
と
共
に
、
ゆ
っ

た
り
と
お
話
を
聞
け
る
場
所
で
す
。

　
初
回
の
テ
ー
マ
は
「
相
続
」。
遺
言
、

相
続
税
対
策
な
ど
最
新
の
情
報
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
司
法
書
士
法
人

オ
ー
シ
ャ
ン
代
表
の
黒
田
泰
氏
、
2
人

目
は
相
続
を
数
々
手
が
け
ら
れ
て
い
る

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
税
理
士
法
人
の
高
橋
一

志
氏
。
20
時
ま
で
続
い
た
セ
ミ
ナ
ー
は

月
並
み
で
す
が
時
間
を
忘
れ
る
濃
い
内

容
で
し
た
。

　
第
2
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
終
活
」。

講
師
は
い
ず
れ
も
法
人
会
会
員
の
皆
さ

ん
で
す
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
㈱
は
な

ケ
ア
代
表
取
締
役
松
田
大
策
氏
（
第
９

支
部
）
に
よ
る
「
介
護
事
業
者
の
選
び
方
。

高
齢
化
と
介
護
の
業
界
に
つ
い
て
」、

続
い
て
は
㈱
ユ
ア
ー
ズ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
事

業
部
の
堂
安
益
雄
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
第

10
支
部
）
に
よ
る
「
老
人
ホ
ー
ム
の
種

類
と
選
び
方
」。
そ
し
て
最
後
は 

㈱
清

天
空
セ
ミ
ナ
ー

第
９
支
部

左上から高橋・黒田・堂安、右上から松田・清水・加藤の各講師

水
商
店
代
表
取
締
役
清
水
敬
哲
氏
（
第

10
支
部
）
の
「
葬
儀
の
基
本
」
と
文
字

通
り
、
最
後
の
身
支
度
に
つ
い
て
考
え

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
か
は
と

思
い
つ
つ
ど
う
し
て
も
日
常
に
流
さ
れ

る
身
の
我
々
に
と
っ
て
、
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
3
回
目
は
「
経
営
」。
経
営
者
と

し
て
次
代
に
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い

く
か
、
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
を
含
め
大
事

な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。「
事
業
承
継
」

に
つ
い
て
は
第
1
回
目
で
も
お
話
し
い

た
だ
い
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
税
理
士
法
人

の
高
橋
一
志
氏
。「
企
業
に
お
金
を
残

す
方
法
」
に
つ
い
て
は
㈱
エ
フ
ア
ン
ド

エ
ム
の
加
藤
丈
侍
氏
。
最
後
に
上
平
第

8
支
部
長
の
挨
拶
で
は
「
こ
の
よ
う
に

充
実
し
た
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
私
な

ど
も
何
と
な
く
気
を
引
き
締
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と
感

想 

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
と
充
実
し
た
講
師
陣
に
よ

り
無
事
3
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場
を
ご
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
第
9
支
部
会
員
の
東

京
組
様
は
じ
め
関
係
各
支
部
の
皆
様
の

ご
協
力
に
深
甚
の
感
謝
を
す
る
次
第
で

す
。

（
広
報
委
員
会  

副
委
員
長  

松
山
　
仁
）

日
　
時
…
５
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
10
時
〜

場
　
所
…
馬
事
公
苑
前
け
や
き
広
場

参
加
者
…
10
名（
21
日
5
名
・
22
日
5
名
）

　
緑
栄
え
風
薫
る
5
月
、
好
天
に
め
ぐ

ま
れ
た
2
日
間
、
玉
川
法
人
会
第
10
支

部
の
有
志
10
名
が
、
今
年
も
e

－

T
a
x

の
チ
ラ
シ
、
花
の
種
、
世
田
谷
信
用
金

庫
さ
ん
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
テ
ィ

せ
た
が
や

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ア

　
　
　
　
2
0
1
6

第
10
支
部
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㈱ユー花園様　丁寧に教えていただき
ありがとうございました

真剣に製作中です

楽しくアレンジメントができました

日
　
時
…
７
月
６
日
㈬
　
８
時
〜

場
　
所
…
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
西
コ
ー
ス
）

参
加
者
…
45
名

　
7
月
6
日
（
水
）
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
（
西
コ
ー
ス
）
で
平
成
28

年
度
第
1
回
ゴ
ル
フ
同
好
会
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
人
数
は
45
名
、
協
賛
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
会
社
は
4
社
。

　
当
日
は
最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
、
気

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

ゴ
ル
フ
同
好
会

平
成
28
年
度
第
1
回

ッ
シ
ュ
等
を
セ
ッ
ト
に
し
、
来
場
の
皆

さ
ん
に
配
布
し
て
法
人
会
の
広
報
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
は
今
年
で
11
回
目
。「
そ
だ

て
よ
う
み
ど
り
の
世
田
谷
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
地
域
の
造
園
業
者
、
東

京
農
大
や
都
立
園
芸
高
校
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
世
田
谷
と
関
係
の
あ
る
各
地

の
市
町
村
の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
せ
た
が
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

フ
ェ
ア
に
参
加
す
る
方
々
も
ご
来
場
の

皆
さ
ん
も
年
々
増
え
続
け
、
大
変
盛
り

あ
が
っ
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ア
と
な

り
ま
し
た
。

（
第
10
支
部
　
広
報
委
員
　
藤
井
悦
男
）

日
　
時
…
６
月
21
日
㈫
　
18
時
〜

場
　
所
…
㈱
ユ
ー
花
園

参
加
者
…
20
名

　
当
日
は
朝
か
ら
強
い
雨
で
、
帰
り
は

観
葉
植
物
を
持
ち
帰
る
の
で
ど
う
な
る

こ
と
か
と
思
案
し
て
い
ま
し
た
が
、
午

後
か
ら
思
い
か
け
ず
雨
も
あ
が
り
、
暑

い
日
差
し
の
中
を
研
修
時
間
に
間
に
あ

う
よ
う
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
㈱
ユ
ー
花
園
の
担
当
の
方
の
説
明
の

あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
植
物
を
選
び

プ
ラ
ン
タ
ー
に
セ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
作

観
葉
植
物
の

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
研
修

第
11
・
12
支
部
合
同

品
は
参
加
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
の
違

い
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
出
来
映
え
と

な
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
担
当
の
方
に

見
て
い
た
だ
き
手
直
し
を
受
け
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　
第
11
支
部
の
丸
山
支
部
長
の
お
計
ら

い
に
よ
り
、
材
料
代
を
始
め
と
し
て
参

加
者
が
大
き
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
と
気
を
使
っ
て
い
た
だ
き
参
加
者
一

同
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　
私
は
、
ク
サ
サ
ン
タ
ン
カ
、
ア
イ
ビ
ー
、

ユ
ー
フ
ォ
ル
ビ
ア
を
バ
ラ
ン
よ
く
プ
ラ

ン
タ
ー
に
活
け
ま
し
た
。
丁
寧
に
育
て

れ
ば
結
構
永
い
間
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
の
こ
と
。

　
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
次

回
は
こ
の
よ
う
な
研
修
会
に
是
非
参
加

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
と
思
い

な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

（
第
12
支
部
　
広
報
委
員
　
末
續
顕
子
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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持
ち
良
く
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
第
6
支
部
の
池
田
さ
ん
。

　
皆
さ
ま
素
晴
ら
し
い
成
績
で
回
ら
れ

ま
し
た
。
ス
コ
ア
は
70
台
が
3
名
、
80

台
が
11
名
で
し
た
。

　
賞
品
は
高
級
フ
ル
ー
ツ
、
家
電
、
ワ

イ
ン
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
バ
ッ
ク
で
し
た
。

優
　
勝
　
第
6
支
部
　
池
田
　
誠
さ
ん

準
優
勝
　
第
6
支
部
　
岡
野
　
誠
さ
ん

3
　
位
　
第
6
支
部
　
鈴
木
　
準
之
助

第
1
回

日
　
時
…
６
月
11
日
㈯
〜
12
日
㈰

場
　
所
…
伊
東
小
涌
園

参
加
者
…
６
名

　
6
月
11
日
〜
12
日
に
6
名
で
「
伊
東

小
涌
園
」
に
て
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
メ
ン

バ
ー
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ

す
が
歌
好
き
な
仲
間
達
、
全
員
が
何
の

気
づ
か
い
も
な
く
健
康
で
、
み
な
元
気

に
歌
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
玉
川
法
人

会
の
会
員
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
大
勢
の

カ
ラ
オ
ケ
好
き
な
人
が
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
大
き
な
声
で
歌
を
歌
い
、
心
も
身
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
支
部
・
委
員
会

の
法
人
会
活
動
に
貢
献
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
3
か
月
に
1
回
、
定
例
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
新
人
さ
ん
大
歓
迎
で
す
。

ご
自
慢
の
歌
を
是
非
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
代
表
幹
事
　
桑
島
常
之
）

一
泊
研
修
会
開
催

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

　
玉
川
法
人
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、
ゴ

ル
フ
を
通
じ
て
各
企
業
の
情
報
交
換
と

親
睦
の
場
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
代
表
幹
事
　
鈴
木
準
之
助
）

日
　
時
…
6
月
5
日
㈰
　
10
時
〜
15
時

場
　
所
…
世
田
谷
区
立
総
合
運
動
場

　
　
　
　
体
育
館
及
び
そ
の
周
辺

出
席
者
…
7
名

　
直
前
ま
で
の
雨
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
今
年
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
世
田
谷
区

大
会
。
み
ん
な
の
想
い
が
通
じ
て
、
大

蔵
総
合
運
動
場
体
育
館
に
て
無
事
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
、
玉
川
法
人
会
青
年
部

会
と
し
て
は
、
来
場
さ
れ
た
お
子
様
を

対
象
に
、 「
無
料
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教

室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン
パ

第
40
回

　
わ
ん
ぱ
く
相
撲

　
　
世
田
谷
区
大
会

青
年
部
会

フ
ォ
ー
マ
ー
の

中
山
さ
ん
と
一

緒
に
、
た
く
さ

ん
の
バ
ル
ー
ン

作
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
わ
ん
ぱ
く
相

撲
な
ど
、
地
域

に
根
差
し
た
活

動
に
、
我
が
玉

川
法
人
会
青
年

部
会
が
、
少
し
で
も
何
か
の
役
に
立
て

た
と
し
た
ら
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
実
行
委
員
の
皆
様
と
も
連
携
し
、

こ
れ
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
協
力
な
ど
で
、

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
当
日
、
当
事
業
に
参
加
さ
れ
た
、
部

会
委
員
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
青
年
部
会
　
副
部
会
長
　
兼
益
宏
行
）玉川法人会ブースはバルーンで笑顔もふくらむ！ 子どもたちの真剣な取組が印象的でした



広報委員会　ホームページワーキンググループからのお知らせ
会員紹介ページ

※掲載申し込みのあった会員企業のみを掲載します。

貴社情報を無料で掲載 します
玉川法人会ホームページ上に、会員様限定の
特典として、「会員紹介ページ」ができました。

掲載ご希望の会員様は、フォームに情報を入力
していただくだけ。会社の宣伝・PR用に、
お気軽にご活用ください。

玉川法人会ホームページ上に、会員様限定の
特典として、「会員紹介ページ」ができました。

掲載ご希望の会員様は、フォームに情報を入力

１．間もなく玉川法人会の「TOP ページ」がリニューアルします。
　　スマートフォンでも見やすく、使いやすいレイアウトになりますので、お楽しみに。
　　リニューアル後、たまでん BOARD でもご紹介いたします。
２．入札公募がスタートしました。
　　ご案内は適宜 TOP ページに掲載します。ご確認の上、詳細は事務局までご連絡ください。

HPWGからの information

玉川法人会ホームページは日々少しずつ更新しています。ぜひご覧ください。

 http://www.tamagawa.or.jp/ 　
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第５支部

会 社 名：株式会社 tetto

代 表 者：柿本　哲人（かきもと  てつひと）

会社所在地：世田谷区上野毛2丁目7-17

電話/FAX：03-6411-6312／03-6411-6313

Ｅ-ma i l：tetto428@yahoo.co.jp

ホームページ：http://tetto7.jimdo.com
　トライアスロンショップtetto（テット）。
　ロードバイクの販売、修理、カスタム、ママ
チャリの修理、カスタムも行います。トライアス
ロン、オープンウォーター、ロードバイク、マラ
ソンに関して、初心者から上級者までお任せ下さ
い。

新入会員ご紹介 随時、新入会員の方をご紹介させて頂きます。

● 広報誌の記事を募集しています
　広報委員会では、各委員会・支部・部会・同好
会の諸活動をご紹介するため、広報誌（たまでん
BOARD・tamagawa公論）に掲載用の記事を募
集しています。

　お知らせしたい行事やご案内等がございまし
たら、毎月15日までに支部広報委員または広報
委員会までメールにてご連絡ください。
広報委員会  E-mail: meibun@poem.ocn.ne.jp

（有限会社 明文社 内）





公益社団法人 玉川法人会の

発展をお祈り申し上げます

公益社団法人 玉川法人会の

発展をお祈り申し上げます

玉川間税会
会　長　大 塚 繁 夫

〒158-0095  世田谷区瀬田5-19-3
（株）大塚園内

TEL / FAX 03－3708－06 3 6
玉川間税会へのご入会を

お待ちしております。
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